
資料 ８

補修履歴の再調査結果補修履歴の再調査結果

【目的】
第３回のトンネル天井板の落下事故に関する調査・検討委員会で

報告した事項に関する追加説明報告した事項に関する追加説明

平成２５年 ５月２８日 (火)

中日本高速道路株式会社高 道路株



カ ボ ト 補修とカ ボ ト 補修と カ ボ ト 補修とカ ボ ト 補修と 鋼材による鋼材による

【会社独自調査】アンカーボルト補修・代替状況

１．笹子トンネル（上り線）アンカーボルト補補強および代替強および代替の実績

アンカーボルトの補修とアンカーボルトの補修と
思われる施工例思われる施工例
（追加ボルト）（追加ボルト）

アンカーボルトの補修とアンカーボルトの補修と
思われる施工例思われる施工例
（補充ボルト）（補充ボルト）

鋼材による鋼材による
アンカーボルトの補修アンカーボルトの補修
（Ｌ型鋼による補修）（Ｌ型鋼による補修）

標準位置以外の位置にアンカー
ボ トが追加設置され る

標準位置にボルト穴はあるがボルトが
設置されておらず、近傍にアンカー

Ｌ型鋼を介して、ＣＴ鋼の外側に
カ ボ トが設置され る

第
３
回
事
故

ボルトが追加設置されている
設置されておらず、近傍にアンカ

ボルトが補充設置されている
アンカーボルトが設置されている

２７５箇所 １２箇所 ３６５箇所

故
調
査
委
員
会会

標準位置
（ボルト有り）

追加設置

Ｌ型鋼による補修
標準位置

（ボルト無し） 補充設置

建
設
書で

①アンカーボルトの①アンカーボルトの補強補強のの施工例施工例
（他ﾄﾝﾈﾙとの交差部）（他ﾄﾝﾈﾙとの交差部）

②③Ｌ型鋼によるアンカーボルトの②③Ｌ型鋼によるアンカーボルトの代替代替

覆工配筋区間覆工配筋区間 アーチ打継目アーチ打継目

（ボルト有り） Ｌ型鋼による補修（ボルト無し） 補充設置

書
類
と
撮
影
写
真

照
合
（今
回
）

（他ﾄﾝﾈﾙとの交差部）（他ﾄﾝﾈﾙとの交差部）
（坑口部及び換気塔部）（坑口部及び換気塔部） （全体的に分布）（全体的に分布）

２４３箇所（全てＳＮアンカー） － １０８箇所 ８３箇所

確認出来ていない数量確認出来ていない数量

箇所真 ２１８箇所

合計合計 ６５２箇所６５２箇所
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第３回委員会では、「建設段階で補強したものか、管理段階で補修したものかは記録が残っておらず不明」と

1-1.笹子トンネル（上り線）アンカーボルト補強補強の実績

報告しているが、その後に確認できた内容を報告する。

（１） 建設当時の工事関係書類から確認できた補強記録
当初 存在が確認できなかった工事関係書類が現存していることが判明 この書類と平成24年12月の緊急点検時に当初、存在が確認できなかった工事関係書類が現存していることが判明。この書類と平成24年12月の緊急点検時に
撮影した写真から、アンカーボルトの補修箇所の一部が、建設段階で施工されたものである事を確認。

建設当時の工事関係書類
① 中央高速道路 笹子トンネル東内装・天井板工事 打合簿 昭和５１年 ９月１７日 抜粋（青文字は補足のため追記）

ＳＮアンカー使用について（東工事上り線）
天井板を吊るためのＣＴ鋼のアンカー補強のためＳＮアンカーを使用するものとする。

天井板 ＣＴ鋼取付アンカーの補強について
目的 ： 立坑交点、国道２０号交差箇所等、偏荷重の想定される特殊区間をケミカルアンカー（φ１６、ℓ＝２３０）にのみ

頼らず、地山へアンカーすることにより、荷重の一部を地山に保持させようと云うものである。
施工位置 ： 立坑交点部（８３．６ｍ）及び国道２０号交差箇所（３１４．０ｍ）
アンカー種類 ： ＳＮトパックアンカー（Ｍ２４、 ℓ＝2,550㎜）

⇒ 分類 ： 「アンカーボルトの補強の施工例」 ＳＮアンカーの配置パターン
（ＣＴ鋼１本（６ｍ）あたり）
【打合簿打合簿の図面での配置】

● ● ● ● ● ● ● ●

アンカーボルトの標準配置は、
ＣＴ鋼１本あたり１６本を千鳥に
配置している。
打合せ簿では他ﾄﾝﾈﾙとの交

ＳＮアンカ （補強ボルト）

【実際の配置実際の配置（写真により確認）】

ＳＮアンカ （補強ボルト）

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

打合せ簿では他ﾄﾝﾈﾙとの交
差部において、１６本の内４本を
ＳＮアンカーで代替することとなっ
ているが、実際の配置は左図の
通り、ＣＴ鋼１本あたり４本が追加
設置されている
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ＳＮアンカー（補強ボルト）

●：通常のアンカーボルト
●：SNアンカー（補強ボルト）

ＳＮアンカー（補強ボルト） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

設置されている。
前回報告時は、太径アンカー

（今回ＳＮアンカーと判明）を追加
ボルトとして計上していたもの。



② 中央高速道路 笹子トンネル東内装・天井板工事 承認願 昭和５２年１月２０日 抜粋（青文字は補足のため追記）

1-2.笹子トンネル（上り線）アンカーボルト代替代替の実績

上部ＣＴ鋼ケミカルアンカーの補強について
１．アーチ配筋区間（ＳＴＡ．６８７＋５８～６８７＋２８）ℓ＝３０ｍ（東側坑口部）及び（ＳＴＡ．６８２＋８３～６８２＋１１．４）ℓ＝７１．６ｍ（東換気塔部）

については、アーチ本体に鉄筋がＤ２２ctc200、Ｄ１３ctc300で配筋してあるため、ケミカルアンカーが鉄筋にあたり、所定の
個所に打ち込みが出来ない場合、下図の如く逃げアンカーを打ち、アングル（Ｌ－６５×６５×６）にて補強する。

継２．アーチ打継目等についても、同様に施工する。

⇒ 分類 ： 「Ｌ型鋼によるアンカーボルトの代替」

③ 中央高速道路 笹子トンネル西内装・天井板工事 承認願 昭和５２年２月３日 抜粋（青文字は補足のため追記）③ 装
上部ＣＴ鋼ケミカルアンカーの補強について
１．配筋区間（ＳＴＡ．６４３＋４１～６４４＋３７）ℓ＝９６ｍ（西側坑口）に

ついてはアーチ本体に鉄筋がＤ２２ctc200、Ｄ１３ctc300で
配筋してある為、ケミカルアンカーが鉄筋にあたり、所定の

アーチ打継目
筋 、 鉄筋 、所

個所に打ち込みができない場合、別添図の如く逃げアンカー
を打ち、アングル（Ｌ－６５×６５×８）にて補強する。
強度については応力計算書参照

２．アーチ打継目等についても、上記施工方法にて施工する。

⇒ 分類 ： 「Ｌ型鋼によるアンカーボルトの代替」

Ｌ型鋼
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工事関係書類が発見され、天井板工事時に、東京側Ｌ断面において、国道20号交差部及び米沢川換気所下方にあたる区間

におけるＣＴ鋼で１ＣＴ鋼あたり４本のロックボルトが追加されていたこと、また、坑口部付近などで覆工コンクリート内部の鉄筋
と天頂部接着系ボルトが干渉したとき及び覆工コンクリート打ち継ぎ目においては、ボルト打設位置を変更し，Ｌ型鋼を当てる
こととしたことが確認された

【第３回事故調査・検討委員会】 【建設当時の書類と撮影写真で照合した数量】

こととしたことが確認された。

平成２４年１２月の緊急点検時の写真資料と照合したところ、建設時のロックボルトは２４３本、Ｌ型鋼補強は１９１箇所と推定さ
れるが、残り２１８箇所の天頂部接着系ボルトの補修・補強の目的、設置時期は推定、確認ができない。

アンカーボルト補修箇所
652箇所

アンカーボルト補修箇所
652箇所

【第３回事故調査 検討委員会】 【建設当時の書類と撮影写真で照合した数量】

特定可能な数量

アンカーボルトの補修と類推さ
れた施工例（追加ボルト）

275箇所

アンカーボルトの補強の施工例
（他ﾄﾝﾈﾙとの交差部）

243箇所（全てSNアンカー）

特定可能な数量

① 当
初
施
工

アンカ ボルトの補修と類推さ

Ｌ型鋼によるアンカーボルトの
代替

覆工配筋区間
（坑口部及び換気塔部）

工
の
補
強
・代
替アンカーボルトの補修と類推さ

れた施工例（補充ボルト）

12箇所

（坑口部及び換気塔部）

108箇所

アーチ打継目
（全体的に分布）

②③

替
ボ
ル
ト
と
推

鋼材によるアンカーボルトの
補修（Ｌ型鋼による補修）

（ 体 分 ）

83箇所

推測可能な数量

推
定
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補修（Ｌ型鋼による補修）

365箇所 218箇所

確認出来ていない数量



Ｌ断面
Ｍ断

当初施工の補強・代替ボルトと推定されたものの施工範囲
Ｍ断面
Ｓ断面

当初施工の補強 代替ボルトと推定されたものの施工範囲

アーチ打継目部のＬ型鋼による代替 （全体的に分布）チ打継目部 型鋼 る代替 （全体的 分布）

アーチ打継目部のＬ型鋼による代替 （全体的に分布）

アーチ打継目部のＬ型鋼による代替 （全体的に分布）
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ＳＮアンカー設置区間…ＣＴ鋼１本（６ｍ）あたり４本

ア チ打継目部のＬ型鋼による代替 （全体的に分布）


